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緒 言

　筆者等 け 詔和 30 年 〔1955）に 長 野県小県郡菅平 地 方 ， 次 い で 依 田 窪地方 の 諸 疏域 の ブ ユ の 蛹 ， 幼虫 を採

集 し て そ の ブ ユ 相 を決定 し ・ 動 雑 C65巻 2 号 ，
10 号 ，

1956）に 楓報 し た が ， 日召和 31 年 8 月 5−7 日 に み

た び 同 郡 内美 ガ原 地 方及 び 松本街 道 の 地蔵峠 の 諸川 の 蛹 ， 幼虫 を 調 査 し た の で そ の 結果 を報告 し た い 。．

　稿を進 め る に 先 立 ち ご 指導 を 賜 つ た 京 穴教授 中村 健児博士 並 び に 徳 田 御稔博士 に 深甚 の 謝意 を表す。

方 法 及 び 調 査 地 概 況

　本 調査地 の 美 ガ 原 は Fig．1 に 示 す よ うに 長 野 県小県 郡 内南部 に あ 舅 南側 に 和 田川か 源 を発 し 北 側 に 武

石川が 疏れ 2 そ の 間 に 位 し て 海抜 2000 米 の 美 し い 堆大 な高原 を な し，第 3 紀 の 石 英 閃絲 岩 の 裂 目か ら湧出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し た溶岩 台 地 で あ る。そ
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Fig．1，　Map 　of 　th騰 e　molintain 　 sにreams まn　Utsukushi −ga−hara　Area　 and

　 Matsumoto 　PaSS，

の 頂 上 は 瓜大 な草原 を な

して 鳳 牛等 が 放牧 さ乳 ，

四 囲に 高山が ない の で 眺

望 が よ く， 北 に は妙高 ，

尸 が く し ， 西 に は 北 ア ル

プ ス 連峰 ， 南 に 駒 ケ 岳 を

初 め 南 ア ル プ ス の 連 山 ，

東に は富士 岳 ， 八 ケ 缶及

び 蓼科 連 山 が 重 な り， そ

れ に 北接 し て 浅闇 ， 吾妻

根 子岳等 が 見 え 所謂 ア ル

プ ス の 展 望 台 を な して い

る 。 芙 ガ 原醇側に 源 を発

す る 溪流 は 前回調査 の 大

門川 の 支流 で あ る和 ｝珥 1【
の 豆支流 で 大門川 と 同様

に 深谷 を作 つ て 巨岩多 く

急 流 を な し て ， 疏 れ る水

は 清 冷 で あ る。ま た 北 側

の 武 石 川 は 前 回 調 査 の 最

上流 で ， 巨岩 は 少 く水 は

清 冷 で 石 礫 に は 水あ か が 少な くて ， 両岸 に は ア シ 等 の 水生植物 が 比 較的多 い 溪疏 で あ る。ま た 本河 の 多 くの

小支流 ｛（ は 藻 も多 く， 禾本科植物が よ く繁茂 し て ブ ユ 幼虫 の 繁殖 の 好条件 を な し て い る 。 上 田 市 よ り松 本 に

通ず る松本街道 に 齢 い て の 調査 流域 は 地蔽蝶 の 頂 上 近 くに そ の 源 を発 す る 田沢川 の 上 流 で ，岩盤 が 露 出 し，

（10 ）
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比 較的水が 少 く て 稍有機物が多 い 溪流 で あ っ た 。

餐調査場所 に お い て le 分間 に 水中植物ま た は Nnvva附着 し て い る蛹 を採集 し ・
t9・鯖 瓶 に 入れ て 飼 育羽

化させ ， 成虫を 得 て 同 定 の 正確 を期 し た 。 水温は棒状水銀 寒暖計 で 測定 し
， pH は 鈴 本式 比 色 法 を用 い ， 溶

存酸素量 は ウ ＃ ン ク ラ ー法 に て 測 定 し た。ブ ユ の 種名 は W ．BentinckL） に よ り 記載 さ れ た米軍 4D6　
Med ・

Gen．　Lab．〔1955）の 報告 に 基 き筆 者 が 亜 属 を添加 し た 。

結 果

　
’
llable　1 に 示 す よ うに 和 田川 上 流 よ りは Siinuliernt（5伽 伽 ，7り iapanica？〃 ，

＆ （＆ ）arak
’
au ’ae ・

鼠 （Et‘’

si’nttdiu ，n ）3・a ・n ，：yaeizse ，　5
’
．（E ．）Sfibt

’
・st ・ … n の 4 種 を得 ， 武 石 川 上 流 よ りは S・（S ・）坤 魔   ・

＆ 〔S・）

Kawarnurae 　S．（S ．）ai
’
aka τrae ，

　 S ．（E ，）rVa・nayaense ，　 S ．（E ・｝5癒 ・ stat ・1・・
’
c・S・（Odagrnia）・ rnatum ・

S ・

（0 ．）oitanuln ， ＆ （0 ，）biclentatuni，　S．（Gitus）ma ！yshez，i，
＆ sp 、の 重0 種 を 得 る こ とが 出来 た。

美 ガ 原 地 方 全 毅 に つ い て s・・r・ r （】9蝸 の 方法 に よ blo 分問 の 蛹 の 採集蟹 体数 と 採集 回 数 よ り優 占 種 の

順 に 配列 す る と次 の よ うで あ る 。

　 1）　Sinrtt／itttit（Si
・
inttlirnn −）ノσ押 η諭 〃 己 Matsumura

　 2） ＆ （5．）arafeazv ” e 　Matsu 皿 ura

　 3）　S．（EtsL，il）lzlgil‘nl 〕」ソ‘nna ．vaense 　Ogata 　ct 　Sasa

　 4） S．（Oda．evnia ）  itanttln（Shirakl）

　　5）　5．（0 ．）o プ nattt
’
tn　 Meigcn

　 6） S ．（S，）kazvainttt’ae 　Mat ・umu ・a

　　7）　3 ．（E ．）subi σ statuni （Takahashi）

　　8）　5し　（0 ．）みたゴe 〃 talfnn 　（Sh型rak り

　　9）　ぶ （Cmu＄）iコtaJysitevi 　DQrggostajskii・ Rubzos ： et 　Viasenlco

　 Io）　3 ．　 sp ・J−L8

松 本 街 道 の 田 沢 川 上 疏 よ りは 5 種 を得 ， こ れ を優 占種 の 順 に 配列 す る と次 の よ うで あ る 。

　　　1） 5加 幽 娜 〔Oda 、，e　nia ）・・
’
・・at ・・r・・ M ・ig・n

　　 2） s ．（3枷 幽 例 ）araka ・vae 　Mat ・um ・・a

　　　3） S．（0 ・）oitanum （Slzirafti）

　　　4） S．（α ）biderftatu？n （Shiraki）

　　　5） 5．（S・〕々加 o ・醐 Lundstr6m

　SiMUtiU7’； （Si：m ！t／iutn）fapanicttln・　Matsumura ： 本 調 査地区 で の 優 占種 で あ る 本 種 は最初 松村松 年
3）（193　a）

に よ り報告 さ れ ，

．
幼虫 ， 蛹 は 日本全土 の ee高 1Goo 米 内外 の 山地 の 清 冷 な水 の 急溪 流 に 多 く ・ 正 垣 鰍 田 ・

長 野 ， 京都 ， 滋賀 ， 三 虱 奈良 ， 大阮 鳥 取 ， 稠 軸 ， Ltl＃1， 福 岡 ， 熊本 鹿 児島等 の 諸県 よ り採集 し て い

る。蛹 は 溪疏 中の ヨ シ ，サ サ 等 の 葉茎 ， カ ワ ヤ ナ ギ の 茎或 は 川底 の 礫 に 着生 し ，
マ ユ は ス リ ッ パ 型 で 口 縁 両

側 に窓 が あ つ て 8 ．（（鋤 の subvarie ，gatu ・in の そ れ は酷似 し て お
・
り， 呼 吸 糸 （fi　laments）の 分岐 も 6 本 で あ る

が 後者 と 違 つ て PgLtt・・k 糸 に 長短 あ り， 晟 ヒ側 の も鋤 膿 褐色最長 で 次第 に 短 くな り， 最下側 の もの が 淡色最短

で あ る。他地 方 に お い て 竜，5．（＆ ）tieberoswit ，　S．（S．＞arakawae ，　S．（E ．｝latiPes，　S．0 ．　bidectiatnmと

混極 し て い 効   本 地 方 で も之等 の 種 の 他 ift− LS・（E ・）y ・ ma ．yaenSe ，　s・（E ・＞s・・b… tat …
’
・

・
s・（s・）κ awa ’

7nStl
’
ae ，

5 ．（0 ，）oitanu
−
rnt　S．（（劫 ？π 礎y5加 加 等 と の 溌 棲 が 見 られ た。雌 は大型 で 胸背 に 黒 色 の 3 縦 条があ

り，後 鮫 脛節 は 基 部僅 か に 黄色 で あ る。＆ （S．）Kazvamttrae の 雌 と 酷似 し て h る が 後者 と異 な り咽 頭 の 後

縁 の 腹面 中 央 の 突 起 に 鋸歯 を有 し な い 。山地 で 最 も多 く吸 皿ilに 蝟 集す る種 で あ る 。

（Ll ）
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＋茸IL

・v…f

・

面・e・・ i ・

・
葉 93 ．09 斗． 9 　

陽｛鸛男鰡謂8E8 ．〔 α） b

entatttmis．〔
s
．）tゐ照ノae 　S．（0．）0 广nat

’ rl
　 S ．（ 0 ．） bide 」

vtattmz ＋詔 到 S
Emf

翫・ 9 〃 i

・ ・

・d「
nfnwlis ヨ シ

の茎 ＋ i
　 i

　　を 十i ‡iStem °f恥卿幽岬 呂解螂ヨシ嘘 　i40 ， ！「umbers 　 of 　pupae 　are　ca】 culate 　j　 by　 successive 　calLecti

　in 　ten 　mimute きai 　each 　st

ion 。
　 　 　 　 　 　 　　 　　　　 　 　 　 　　　　 　 　 （
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考
’
　　　　　　 察

　
1．筆 者篳 の 前 回 の 調査 で は 管平地方よ りは 3 種 で S ・（0 ・）ornatesftt を最も多 く採 集 し 依 田 窪地 方 よ り

は lo 種 で
・
s ・（Sr）a ・ak

’
・ ・vae を最 も多 く採集 し，本調査 の x ガ 原 よ りは 依 田 窪 地 方 と 同 じ く ］  種 で そ

の フ ァ ウ ナ も酷似 し て い る が 本地方 で は S．　 CS．）カψ 0η加 ，π を最も多 く採集 し て い る。 こ れ は 本 調査流域 が

依 田 窪地方 の 武石 月1， 大門川 の 上 流 で あ るの で 両 者 の フ ァ ウ ナ は 類似し ， 上疏駿息性 の 5．（5．1勿卿 rゴα  

が多 く得 ら れ た もの と思われ る・S・（S．）ノ・pa・ i・um は 筆 者 等 前 2 同 の 調 査 で は 採 集 出来 な か つ たが ， 灣

水
4）は 島帽 子 岳水 系 の 角 間 川 よ 1）採 集 し て い る。

　
2． 田 沢 川上 流 St．　 1 で 得 た S．（S．）tu6erosttni　a　rig県下最初 の 記録 で あ る が ， 高地性 の 本 種 は 本 県 下 他

水系 の 」二灘 （ 見 られ る で あ ろ う。

　 田 沢川 は 和 田 川 ， 武石川 と は 硝離 れ て い る が 本疏 千 曲川 に 注 ぐ同
一

地 方 の 水系 と し て 扱 い ，3 水 系 に お い

て の 環 境 要因 に つ い て Table　l よ り整 理 す る と 次 の よ う で あ る。

　 3・標 高 ： 501−600 米 ，
601−800栄 ，

801−1000 米 ， 1001−1200 米 ，
1201・−1400 米 ，

1401−16  0 米，1601−

IBoo　x の 7 翻 吩 け る と s・　cs・）arakawae は 55四 〇〇 米 の 聞 に 多 く見 ら れ ， 筆者等
・） の 依 曜 地方 の

譌査 と同 様 に 垂 直分布 の 広 い こ と を示 し，夊 前 回 の 示 す最高 1020 米 よ り更 に 高 い 標高 i300 米 （和 田 川，
St・2）よ り採集す る こ と が で きた ・ s．（s・）ノ・・伽 ・   ば 椀 方 で は 8GO 米 以 上 に 連続 し て 見 ら れ ， 清水 e

の 角間川 で の 調査 と 同 じ く S．（S．）yamayaense と 共 に 上 流棲息の 種 で あ る 。

801−1000 米 の 間に馳 多種 が 重顯 し
，

S・（S・）arakarc ，ae ，　 S．（S．） ・々 w ・

’
・n ・tra ・，

　S．（S．）丿。 伽 ゴ。。。、
，
　S．

陶 紘 ・ s・… tm ・　s・（E ・）・s・am ・．・ aen ・e・　 s・（o ・）er ・・a … n
，　 s．〔o ．）・・itaottim，　s．（の ゐ掘 翩 。 伽 紛 贓

が 見 ら れ た 。

4・ 水温 ・ 8・010 ・0   10・5−13・0°・13・5−】6・0’・16・5−19・  ゜
， 19．5−22．0’，22．5−25．O・C の 7 群 IC分 け る と

16・5−19・0りの 間 に 最 も多 く の 種 が 見 ら れ ・
S・（S．）　arakawae ，＆ （S・〕Krmvamttrae ，　 S．（S．）ノapa 。 icrtm，

8 働 励 脚 ・隅 S・〔O ・）bidentatuv’・ S．　 （o ，）・ rna ・urn ，　S・（O ．）・・itartttmの 7 種 で あ つ た ．　S．　CS．）
araka τvae は前回 同様 に 本地 方 に お い て も 11．0−25．oe に 見 ら れ 水温 に 対す る適応魏 囲の 広 い こ と を示 し ，

S．（5．1知 p砌 〜α 〃η ，S，（E 、）yamacraense は 16．O℃ 以下 の 冷水 に 連 続 し て 見られ た 。

　
5・河 巾 x 水深 ・ 0・2−1・2xO ・05−0・16 米，　 L3 −2・5× 0・13−0、15 米 ，2．6−5．OxO ．15−0．20 米 ，

5 ．1−IO．OxO ．21−−

031 米 の 4 群 に 分 け る と S ．（8 ）典 ” 腕 脚
，
S．（E ．）rvama3aeJase，＆ （O ．）oitanttln は各群 に 見 られ ，適

応 範囲 の 広 い こ と が 知 ら九 る 。

　6・ pH ： 6・8−・6・9・7・O・7・1−7・3 の 3 群 に 分 け る と ， 前回 に は 弱酸 の 水蚊 の 優 占種 で あ つ た S ，（0 ．）Ol
・
na

−

ttlitzは 各群 1こ見 ら れ ， 弱酸 ， 申性 ， 弱 ア ル カ リに 適応す る こ とが 知られた。

　7．附着植物 ： ヨ シ ，
ス ス キ 其他 の 禾本科 植 物 即 ち 単 予葉 植物 の 葉茎 よ 珍採集 し た の は 5 ．（E ．）yarntl：ya −

ense ・＆ （S・）f
’
apm 　icu　tn 　，　 S・（S・）arahazvae

・
S・（S ・）ttti）erOStetlt ，　S．（0 ・）oitantttn ， ＆ （0 ．）　oxnatum ，

　S．（α ）
bidentatfitn，　S．（C ）matyshez

’i の 8 種 で あ つ た が ， 双 子葉植物 の 葉 よ り採 集 し た の は S ．（E ．）Sttbcostatttnt ，
S ・（E ・）ツ arStayaense ・S ・（＆ 〕」

’
aPonicun ！，5・（S・＞araflawae

，　S・（S．〕KaTva ・
mecrae ，　S．（α ）ernatt 〃m ，

　S．（0 ．）
bident・ t・un の 7 種 で あ り両 者 に 附着 し て い た の は S・（E・〕Yat 」tay ・ e ・se，　S．（S ，）　）

’
aPonictpm

，
　 S．〔L＄

’
．）a ・a −

kaNewae，　S・（0 ・）ornatu7n ，，　S．（0 ．〕bidentatnm等 で あ つ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　　　　　約

・
　 L　長 野 県 小県 郡 美 ガ 原 地 方 の 和 田 川 ， 武石川及 び 松本街道 の 田 沢川 よ り次 の よ 5な ブ ユ 蛹 を採 集 し た。

　　　　 1｝ Si・nzt ．lirt7n（Si・nulier ” i）釦 ρ傭 α 懈 Matsumura

　　　　 2） S．（3．）arakawae 　Matsumura

　　　　 3）　＆ （Etisinztilium）Pta7nayaense　Ogata 　et 　Sasa

（14 ）
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　　　4）　S．（Oda ．
crmia ）oitanum 〈Sh廿ak 重）

　　　5） S．（0 ．）ornatum 　Meigen 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・

　　　 6）　S．（3．）kaWamu プzaθ Matsumura

　　　7）　3 ．（E ．）sz‘Z｝‘ ostatu ？tt （Takahash三）

　　　8）　3．（0 ．）bi（lentat” m 〔Shirak三）

　　　9｝　3．（S．）tZtbe7“ost ‘m 　Lundstrtirn

　　　弖0） S，（（hru．∫｝malpt ・h・ vi 　D ・r ・S… taiskii，　Rub ・・ v 　 et　Vlan ・ enk ・

　　　聖ユ）　3．sp ．　J一玉8

　2． S，（S・）arakCtwae は前 回 の 依 円 窪地 方 と同様 に 本地方 に Sts’　tnて も広い 垂 直分布 を示 し た が，標高 1300

米 （和 田 川 St．2）よ り採 集 し た こ と は従 来 の 本種 の 最高記録 で あ ろ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 文 　　　　 ．　 献

1） 406th　M ・d．，　G ・・ ，
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，
　T ・ky・

’55　 The 　 black　 fii… fJ ・p・ n ・ nd 　 K ・・… L 　 2） 緒 方
一

喜 ゜

佐 々 　学 ・鈴 木
．
稔

・S6 東京 ，
1．　 3） 松 村 松 年
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　　1， F 。 11・wi ・ g ・1・ ven ・peci… fb1 ・ ck 　fii・・ w ・・… 叮 ・ct・d　 fr・皿 th ・ ・祕 ・u ・ t・…n ・鵬 ・ m ・・ Th ・ ・t・ti…

。，。 。11。b 。．。 550−1680m （・b・ v ・ ・e ・　1・ v ・エ）， 1・ ・h… di・t・i・t・
　 Sintulitim（3・〉ノabt ” ！icze”n 　 was 　 a 　p ・・d・価

’

nan 重　speCjes ・

　　　 ｝冫　3 動 z祕 忽 刀 z （s・）丿apmlic 嬲

　　　2）　5 ．（S．）arakatvae

　　　 3）　s．（E ．）．yamayaense

　　　 4）　S．（0 ．）oitanum

　　　 5）　5，（0 ．）σ” 雌 ‘砌 且

　　　 6）　8 ．（S．）kaxvatnui’ae

　　　 7）　5．〈E ・）subcosta 彦2‘刎

　　　 8）　3．（o ．）bidentatum

　　　 9）　s．（鼠）tttろerosum

　　　1｛〕）　＆ （G ．）motbrsha ・i

　　　lD 　　5．　 sp ．　J−18

　　 2． N ・ xt
，
　we ・・llect・d 血 ・ pup ・e ・f 跏 銘 伽 ・ （S・） a ・

’
a ゐqwa ・ at　 130G　m 　 ab ・・ e ・・a 　 1… 且 in　 th・

、Vada　R 圭ver ．　 Rseems 　to　 b¢ the 　highest　 record 苙皿 distributiQn　of 　that　 spec 韮os ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15 ）
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